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各戸の需給
状況の情報
を収集・管
理

特集①　エコモデルタウンプロジェクト

仙台市政だより　25.３. 1 仙台市政だより　25.３. 1

生
み
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

賢
く
使
う

　
先
行
し
て
エ
コ
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
が
つ

く
ら
れ
る
場
所
は
、
土
地
区
画
整
理
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
宮
城
野
区
田
子

西
地
区
の
一
部
で
す
。
復
興
公
営
住
宅

４
棟
（
集
合
住
宅
・
計
１
７
６
世
帯
）

と
、
一
般
販
売
さ
れ
る
戸
建
て
住
宅
16

戸
が
整
備
さ
れ
、
全
て
の
建
物
に
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
復
興
公
営
住
宅
の
敷
地
内

に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、

ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
（
都
市
ガ
ス
か
ら
発
電
す
る
装
置
）

や
、
電
力
会
社
か
ら
割
安
に
一
括
受
電

で
き
る
装
置
、
大
型
の
蓄
電
池
を
導
入
。

戸
建
て
住
宅
に
は
、
家
庭
用
燃
料
電
池

（
都
市
ガ
ス
か
ら
電
気
と
お
湯
を
同
時

に
つ
く
る
シ
ス
テ
ム
）
と
蓄
電
池
を
導

入
し
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
発
電
し
た
電
気

を
効
率
よ
く
供
給
す
る
た
め
、
全
戸
に

消
費
電
力
の
自
動
検
針
等
が
行
え
る
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
設
置
。
各
機
器
を

通
信
回
線
で
結
び
、
発
電
量
と
消
費
電

力
量
を
常
に
把
握
し
て
、
消
費
の
ピ
ー

ク
の
時
間
帯
に
は
蓄
電
池
か
ら
の
供
給

に
切
り
替
え
た
り
、
集
合
住
宅
間
で
電

力
を
融
通
し
た
り
と
い
っ
た
調
整
を
行

え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
外
部
電

力
の
供
給
が
途
絶
え
て
も
一
定
程
度
の

自
立
が
継
続
で
き
る
よ
う
備
え
ま
す
。

生活排水から石油を作る「藻類バイオマス」

創エネ・省エネ・蓄エネの次世代のまちづくり

▲有機薄膜太陽電池。さまざまな
用途の開拓が見込め、新たなビジ
ネス創出の可能性を秘めています

エコモデルタウンプロジェクト次世代再生可能エネルギーの研究が
仙台で進んでいます

　市は、筑波大学、東北大学と共同で、藻から石油成分を
生産する「藻類バイオマス」の研究に着手しています。
　実験で使用する藻は、「オーランチオキトリウム」と「ボ
トリオコッカス」の２種類。生活排水等に含まれる有機物
を吸収して油を産出するオーランチオキトリウムは、計算
上は深さ1.5ｍ、20万ha（宮城県の面積の約３分の１）
の培養プールがあれば日本の原油輸入量を賄えるとして、
注目されています。
　研究施設は、南蒲生浄化センター屋内に３月中に設置し、
４月から下水等を用いた藻類の培養実験を開始する予定で
す。平成28年度には、屋外に、より規模の大きい試験プラ
ントを設置。藻類培養から油分抽出に至るシステムの確立
を目指していきます。

▲光合成をせず、有機物を吸収して増殖する「オーランチオキ
トリウム」（左）。「ボトリオコッカス」（右）は、光合成をして、
下水処理水に含まれる窒素やリンを栄養素として増殖します

◀現在、筑波大学の研
究施設内で培養されて
いるオーランチオキト
リウム

　戸建て住宅等にも普及し始めた、太陽光発電システム。
現在主流の太陽電池は、ガラスの基板が使われているため
に硬くて重く、設置には架台が必要になるなど、その普及
には設置場所の制約が課題となっています。次世代型の太
陽電池として注目される「有機薄膜太陽電池」は、「薄い」

建物の壁面やインテリアなどにも使える
「有機薄膜太陽電池」

「軽い」「曲がる」など
の特性をもっていること
から、建物の壁面や、カ
ーテン・ブラインドなど、
多様な用途が期待されて
います。
　その実用化に向けた実
証実験を、来年度、科学
館と企業との共同で行う
予定です。
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未
来
の
ま
ち
の
あ
り
方
を「
仙

台
モ
デ
ル
」と
し
て
発
信

　
敷
地
内
に
は
、
住
居
と
同
様
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
受
給
設
備
を
有
す
る
集
会
所
を

設
置
。
地
域
活
動
の
場
と
し
て
住
民
同

士
の
交
流
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
災
害

時
の
一
時
的
な
避
難
施
設
と
し
て
の
機

能
を
備
え
ま
す
。
ま
た
、
各
戸
に
配
置

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
表
示
端
末
に

は
、
回
覧
板
や
掲
示
板
の
よ
う
な
、
地

域
情
報
を
伝
達
・
共
有
す
る
機
能
を
付

加
す
る
こ
と
も
計
画
中
。
住
民
と
な
っ

た
皆
さ
ん
に
よ
る
、
世
代
や
立
場
を
超

え
て
支
え
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　
最
先
端
の
技
術
を
活
用
し
、
省
資
源

で
自
立
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
可
能

な
、
人
々
の
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る「
仙

台
モ
デ
ル
」
の
エ
コ
タ
ウ
ン
は
、
平
成

25
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
分
野
に
重
点
を
お

い
た
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
国
内
外
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
関
連
す
る
技
術
分
野
の
発
展
・

向
上
と
人
材
育
成
を
促
し
、
産
業
振
興

と
雇
用
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
特
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
☎
214
・
８

４
６
７

電
力
供
給
（
個
別
）

電
力
供
給
（
一
括
）

　震災を契機として、都市のエネルギーの安定供給の
確保と、省エネルギー社会の実現が課題となっていま
す。市は、特定のエネルギー供給に過度に依存せず、
暮らしに必要なエネルギーを自ら効率的・経済的につ
くりだすことのできる「エネルギー地産地消型の街」
のモデルづくりを、田子西地区・荒井東地区で進めて
います。

各戸には、エネルギー情報表示端末を
設置。電力の需給状況の「見える化」
を実現します

需給状況の情報を収集・管理

地域全体をコントロール

各電源をバランスよく組み合わせて安定供給

▲太陽光発電住宅が建ち並ぶ
「パルタウン城西の杜」（群馬県太田市）

太陽光発電

集約機器家
庭
用
燃
料
電
池 集約機器

消費電力等が可視化されるため、
省エネの意識向上が図られます

蓄電

蓄電


